
北海道のタンチョウとアジアにおける農業とツル

理事長　百瀬邦和

　昨年 12 月に北京で開催されたツルの国際会議では、 日本で
長年問題になってきたツルと農業との関係や電線への衝突事故
がツル類全体にとって、つまり世界的な問題としてクローズア
ッ プ さ れ ま し た。 九 州 の 出 水 平 野 で は １ 万 羽 以 上 も の ナ ベ ヅ
ル・マナヅルの群れが越冬していることで、麦や豆やその他の
野菜を食害したり、また水田の畦を崩してしまったりといった
農業との摩擦の長い歴史があります。タンチョウが生息してい
る北海道でもタンチョウが出没している牧場で苦情を口にする
農家の方は少なくありませんし、麦やトウモロコシなどを耕作
し て い る 畑 作 地 帯 で は、 直 接 的 な 農 作 物 へ の 食 害 が 見 ら れ ま
す。現在、タンチョウは釧路・根室を中心とした牧畜地帯から、
十勝、さらには北海道中部方面の畑作・水田地帯へと広がり始
めていて、農業者とのトラブルが心配されています。出水の場
合と違って、タンチョウはまだ数が少ないのですが、なにしろ
目立ちます。時には農作物への害鳥（獣）としては老舗？のカ
ラス、特に北海道では深刻なシカ、春秋の渡りシーズンに目立
つハクチョウやガン類（秋播き小麦の若芽を食べ、根まで掘り
出してしまうということで嫌われています）などと一緒にされ
ます。また、タンチョウが住みつき、その生息地を保護するこ
とが、食害をおこしている他の鳥などを保護することにもつな
が る こ と に な る か ら「困 る」、 と い う 話 は 良 く 聞 か さ れ ま す。
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中国で開催されたツルの国際会議に参加しました　百瀬邦和

　2012 年 12 月 3 ～ 7 日、国際ツル財団と北京林

業大学との共催で、ツルの国際会議『ツルの保護と

持続可能な農業』が中国の北京と湖南省岳陽（ユエ

ヤン）と東洞庭湖国立自然保護区とにおいて開かれ

ました。また、会議に先立つ 12 月１～２日には国

際自然保護連合 (IUCN) と国際湿地保全連合 (WI) が

共同で運営している種の保存委員会 (SSC) のツル専

門家部会 (CSG) の会議が、12 月 8 ～ 9 日には「ツ

ルと送電線」の会議が開かれました。北京での会議

は北京林業大学が会場で、ユエヤンでの会議はホテ

ルが会場でした。

　会議には当グループからは理事長の百瀬邦和、ま

た、事務局の百瀬ゆりあが国際タンチョウネット

ワーク (IRCN) 代表として招聘され、全日程に参加

しました。百瀬は日本のタンチョウの現状について

の講演をし、また、百瀬ゆりあはセッションチェアー

と進行役とを務めました。農業と野鳥保護とを結び

つけた例として、「ふゆみずたんぼ」や「かりがね

米」で実績のある、雁を保護する会会長の呉地正行

さんが招かれて講演されました。また、C.エルフィッ

ク氏によるカリフォルニアで行なわれているアメリ

カ版ふゆみずたんぼの紹介は、これが経済的にも実

践する価値があるとのことで、興味深く聞きました。

彼は来年（2014 年）東京で開かれる国際鳥学会の

場でも、農業と水鳥をテーマとしたセッションを行

ないたいということです。本会議には 10 ヵ国から

100 人以上もの専門家・当局者・メディアが集まり、

活発な意見交換や講演がなされ、“Call to Action” と いう声明が出されました。

　CSG の会議では、1996 年に IUCN から出された

“The Cranes:Status Survey and Conservation Action 

Plan” の改訂版の準備について討議され、この中で

は事前に配布されていた「ツルにとっての脅威と種

毎の深刻度」の一覧表について具体的な話し合いが

なされました。これはタンチョウ保護研究グループ

が 2007 年から３年間行なった国際会議の中でタン

チョウについて作成したものをツル全種に広げたも

のです。

　夜行列車を使った移動日無しの強硬日程でユエヤ

ンに移動し、自然に配慮した農業の実践地の視察と

会議の後半を行ないました。

北京林業大学での討論会

モンゴルの研究者の報告
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　ツルと送電線に関するセッションは主にツルの電

線衝突問題をターゲットとしており、南アフリカの

チームが熱心に主導していました。当地では多くの

ハゴロモヅルが電線にぶつかる事故にあっていて、

個体数が急激に減少している主な原因のひとつに

なっているそうです。今回、電線事故の先進地？と

しての立場から、北海道の給餌場周辺で電線に取り

付けられている黄色のプラスチック製マーカーをサ

ンプルとして持参し、提供してきました。今回の会

議をきっかけとして、パワーラインネットワークが

設立されることになりました。

　ユエヤンは洞庭湖のほとりにある都市で、杜甫の

詩で有名な岳陽楼は町の有名な観光地になっている

そうです。私たちは東洞庭湖自然保護区を訪れま

した。ここは長江につながっていた多くの自然湖

沼の中で、現在では２ヶ所だけになってしまった

ダムで長江と仕切

られていない湖だ

そうですが、建設

計画はここでも立

ち上がっているそ

うです。夏から秋

の増水期には、長

江からの水の流入

があって水面が 10

メートルも高くな

るとのことですが、

冬が始まっている

今は平坦な草地が

見渡す限り広がっ

て い る 湖 底 の 一

部？に水牛やヤギ

が放牧されていま

洞庭湖てガン類の群れを観察中の会議参加者

巻頭言つづき（１ページ目より）
過密、一極集中などといった問題を減らしていくためには、タンチョウの分布域を広げていく必
要がありますが、その場合には農業との折り合いは欠かせません。
　中国では野生生物に配慮した有機農法が始まっていて、ツル類の越冬環境保護に結びつけよう
という動きがあるようですが、タンチョウを始めとしてツル類全体が減少傾向にある中国・アジ
ア・アフリカでは、「農業との折り合い」は種の存続にとっての重要な課題になっています。
　タンチョウ保護研究グループが、ツルと農業に関して、「ツルのためになる」活動を海外にも発
信していけるようにしていきたいと思っていますので、皆様のご協力をお願いします。

した。当地は中国におけるかつてのタンチョウの越

冬地のひとつとして記録されていますが、今はまっ

たく見られなくなったとのこと、僅かにナベヅル、

クロヅル、ソデグロヅルの小さな群が一部で見られ

るだけになってしまいました。また希少種のカリガ

ネ（ガンの一種）の主要な越冬地でもあるというこ

とで、私たちもマガンの大群の中に数羽の群れを見

つけることができました。天下の長江からもヨウス

コウカワイルカは絶滅してしまったそうですが、洞

庭湖には今でもスナメリ（沿岸性のイルカの一種）

の小さな群れが生き残っているということで、湖の

規模の大きさを感じました。

　会議の間の僅かな時間での洞庭湖の視察でした

が、長江でも進んでいる自然開発の速さとその規模

を見聞きしたことで、私ばかりでなく会議参加者の

多くが暗い気持ちになったのではないでしょうか。
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　昨年度、一昨年度に引き続き、第 3 回

国際エコキャンプを開催しました。この

キャンプでは、タンチョウの生息する東ア

ジア（ロシア・中国・韓国）の学生たちが

日本のタンチョウ生息地である釧路周辺

でタンチョウとタンチョウの生息する自

然環境を学び、交流を深めることが目的で

す。

　今年度は 1 月 23 日から 2 月 1 日まで

のスケジュールで、ロシア・中国・韓国の

3 か国から学生が 3 名ずつ（合計 9 名）と、

引率の講師が 1 名ずつ（3 人）来釧し、当

会の実施するタンチョウ総数調査に参加するととも

に、タンチョウなど北海道の野生動物が生息する環

境を体感し、お互いの交流を深めました。

　そのほかに引率の講師による講演会や釧路湿原周

辺で活躍する団体とのワークショップも行うなど、

9 泊 10 日の日程は非常に充実した内容でした。

　また、キャンプ中キナシベツトラストの家で宿泊

した 5 日間は自炊を行い、それぞれのお国の得意

料理を、他の学生たちに披露しました。初めは不慣

れな英語で意思の疎通が難しかった学生たちも、寝

食を共にしながら、徐々にお互いを理解し仲良くな

り、進んで食事の準備や片付けなどを行うようにな

り、まとまっていきました。

○国際エコキャンプスケジュール

1 月 23 日　蝦名大也釧路市長表敬訪問

1 月 24 日　釧路湿原周辺のタンチョウ生息地訪問

第 3 回国際エコキャンプ　　　　　　　　　　本藤泰朗

1 月 25 日　釧路市音別キナシベツ湿原周辺での

                    フィールドワーク

1 月 26 日　タンチョウ総数調査（鶴居村）

1 月 27 日　タンチョウ総数調査（鶴居村）

1 月 28 日　タンチョウ総数調査（釧路市阿寒町）            

1 月 29 日　正富欣之博士によるタンチョウ総数調

                    査データ解析についてのレクチャー

1 月 30 日　引率講師と国際タンチョウネットワー

                    ク代表による講演会（釧路市立博物館）

1 月 31 日　ワークショップ

2 月 1 日　　帰国

　学生たちはこのエコキャンプで得た様々な経験を

持ち帰り、彼らの今後の活動に生かしてもらえれば

と考えています。そして私たちも国際エコキャンプ

の意義を改めて確認し、第 4 回国際エコキャンプの

開催を目指したいと思います。

　この活動の一部は北海道地域づ

くり総合交付金、地球環境基金・

イオン環境財団の助成金で賄われ

ています。

　1 月 31 日には第 3 回国際エコ

キャンプ最後の大きなイベントで

ある学生たちによる活動報告と釧

路湿原で活動する団体とのワーク

ショップを「シルバーシティとき

キナシベツトラストの家での自炊の様子

釧路市長へ表敬訪問
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写真 2  調査地の湿原

わ台ヒルズ」で開催しました。

　エコキャンプに集まった学生たちは、自国で

はそれぞれ鳥類や植物の研究や環境教育などを

学んでいます。ワークショップではそれらの活

動やエコキャンプの感想などを英語で発表し、

お互いの交流を深めることが目的です。

　また、ワークショップ後半には釧路湿原のた

めに活動する団体との交流という目的で、NPO

法人トラストサルン釧路から黒沢信道理事長、

NPO 法人釧路湿原やちの会から大西英一

氏と上林佳子氏、釧路湿原国立公園ボラン

ティアレンジャーの会から鈴木久枝代表

幹事と榊原源士氏にご参加いただき、各団

体の活動を紹介していただくなど、交流を

深めました。タンチョウ保護研究グループ

からは本藤が活動紹介を行いました。

　さらにエコキャンプの視察に来ていた

鹿児島県出水市ツル博物館クレインパー

クいずみの原口優子学芸員によるクレイ

ンパークいずみの活動紹介が行われるな

ど盛りだくさんの内容でした。

　上記の記事にもありますように、１月 26 日から

今年の冬期のタンチョウ総数調査が行われました。

28 日までは国際エコキャンプの学生さんも参加し、

その後は 29 日（阿寒２日目）、2 月 1 日（標茶）、2

月２日（中茶安別）、2 月３日（音別）、２月４日（十

勝）、2 月 5 日（根室方面）と調査は進められました。

　今年は 12 月から 1 月にかけては寒かったのです

が、調査期間中は寒さはゆるみ、また、強風の日が

多く、なかなかツルが集まらないため、調査は難航

しました。現在、結果を集計中です。この調査は多

くのボランティアの皆さんのご協力によって行わ

れ、今回も 64 名の方が参加されました。寒い中ご

協力いただいた皆さまに感謝申し上げます。

冬期総数調査が行われました

寒い中での総数調査

学生による活動紹介

　不慣れな英語での発表と地域の自然のために活動

している人たちとの交流は、学生たちにとって貴重

な経験です。今後の彼らの活動に良い影響が与えら

れればと考えています

釧路湿原で活躍する団体との交流
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　2012 年 12 月 20 日から 27 日にかけて

韓国ツルネットワークのリー博士から招

聘されて、ワークショップでの講演とツル

類のカウント調査に参加してきました。

　韓国のタンチョウの越冬地は非武装地

帯（DMZ）に沿って東から、チョロン（鐵

原）、ヨンチョン（漣川）、パジュ（坡州）、

カンワ（江華）の 4 ヶ所が知られています。

今回はまずヨンチョンでツル類保護と地

域の発展をどのように両立させるかとい

うテーマでワークショップが開かれまし

た。このワークショップには韓国国内の関

係者に加えて、日本から鹿児島県出水市のクレーン

パークいずみの原口優子学芸員とタンチョウ保護研

究グループの私が招かれ、日本の２大ツル生息地に

於ける人とツルとの関わりについて講演しました。

　ワークショップの後、リー博士をはじめ昨年１月

に釧路で開催した第２回国際エコキャンプに参加し

たユーさんらと一緒に、ヨンチョンのイムジン川沿

いの農耕地でタンチョウとマナヅルのカウント調査

を行ないました。翌日は韓国最大のタンチョウ越冬

地であるチョロンに移動して、文民統制区域 (CCZ）

内にある集落に民泊しそこで開かれた第一回ツル

フェスティバルでも講演しました。また、リー博士

や地元のボランティアと一緒にツル類のカウント調

査も行ない、タンチョウとマナヅルに混じっていた

クロヅルとカナダヅル各１羽も見つけました。ま

た、夏にロシアのハンカ湖畔で PTT を装着したタ

ンチョウの家族を見ることができました。この個体

のいる場所については、10 日に一回人工衛星を経

由して送られてくる位置情報がインターネットを通

して知ることができるのですが、実際に自分の目で

直接確認できるのは嬉しいものです。

　この冬のチョロン平原は冷え込みが厳しく、民

泊した日の朝はマイナス 19 度まで下がっていまし

た。凍結していないハンタン川のねぐらには、100

羽を越えるマナヅルに混じって 30 羽程のタンチョ

ウが見えました。ねぐらを立って川の上を飛んでい

くツル達はほぼ例外なく脚曲げ飛行をしていました

（写真）。チョロンでは DMZ に接している溜池でも

韓国でのワークショップとツル類の越冬地訪問　百瀬邦和

ねぐらをとっている群れがあるということですが、

溜池は例外なく結氷しているため、ツルの群れは氷

の上に寝ているのだそうです。遠くの氷の上に点々

と見える茶色の糞がねぐらの場所だと教えられまし

たが、氷の上に座り込んで寝るというツルの姿は日

本ではなかなか見られない、大陸ならではのツルの

生態なのでしょう。チョロンでは農道や用水路の整

備が進み、DMZ 一帯に（結果的に）残されている

自然を求めてのリゾート開発が進んでいました。ツ

ルが塒にしているハンタン川沿いにはサイクリング

ロードが造られ、ペンションが点々と建設されてい

ました。さらに、CCZ として設定されている立ち

入り制限のかかった帯状の範囲が緩和されて狭くさ

れてきたのだそうです。つまりツルの主な採餌場が

狭くなってきているのです。実際、当地でツルと一

緒に多く見られるマガンは、数年前に訪れた時には、

朝ねぐらを飛び立って餌場に向かう群れが空いっぱ

いに広がっていたのが圧巻でしたが、今回はその群

れが１／ 10 以下になっていました。

　チョロンから一旦ソウルに戻った後、ソウル近郊

のパジュにも行きました。ここは、有名な板門店の

入り口にあたり、域内に入るための検問の際には緊

張しましたが、第２回国際エコキャンプに参加した

キム ヒョンさんがここをフィールドにしていると

いうことで便宜を図ってくれたので、何事もなく入

ることができました。ハン川沿いの広い水田地帯に

は意外にツルはほとんど見えず、そこから複雑に

ハンタン川を飛ぶタンチョウとマナヅル
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カンワの干潟 . 遠くにタンチョウを確認

伸びている浅い谷状の水田で、数つがいずつ

のタンチョウとマナヅルを見つけました。こ

こでも道路や朝鮮人参の大規模な農場建設に

よって好適な生息地のいくつかが失われてし

まったそうです。ヒョンさん曰く、私はこん

なところばかり見ているので朝鮮人参は食べ

ないことにしている、とか。パジュの生息地

は比較的狭くて見通しの悪い環境のためで

しょうか、十分に距離をとっている車に対し

ても非常に神経質だったのが印象的でした。

　

　漢江河口部の右岸側にあるカンワ（江華）は、今

回のホストであるリー博士がツルと共に研究と保護

に力を入れているクロツラヘラサギの生息地でもあ

ります。地元で農業を営む調査協力者が熱心にカウ

ントを行なっていて、当日も私たちを案内して下さ

いました。黄海に面していて大小の島と半島とが複

雑に入り組み、なおかつこの地方らしい大規模な干

潟が広がっています。干潟の向かい側には国際空港

で有名なインチョン市の高層ビル群が見えます。タ

ンチョウはこの干潟と陸側の比較的狭い水田との間

を行き来して越冬しているとのことでした。ここで

は計十数羽のタンチョウを数えることができました

が、小群の確認できた最も広い水田地帯が、サムス

ン社によってリゾート開発用に買い占められている

という説明を聞かされました。リーさんは鳥の研究

と保護のために、この地に住み込んで活動したいと

考えていたようですが、リゾート開発ブームが始

まった結果、土地の値段が跳ね上がってしまい、実

現しそうにないと話していました。

　韓国には世界のタンチョウの１／３以上が越冬し

ているのですが、軍事的な緊張地帯という特殊な環

境に加えて、近年は何処も「開発」という別の脅威

が迫ってきていることを実感させられました。

カンワで調査に協力している地元協力者
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衛星追跡送信機を装着した個体について　　正富欣之

　前号の「ロシアにおけるタンチョウ調査」で報告

した、衛星追跡送信機（以下 PTT）を装着したタ

ンチョウの動向について、現在（2 月末）までの状

況をお知らせします。この PTT という装置により、

タンチョウの位置情報を知ることができます。

　ロシアのハンカ湖東岸で、ヒナ 1 羽を連れた家

族の成鳥 1 羽に PTT を装着しました。装着後約 1

か月間は数百メートルの範囲内で活動していまし

た。9 月初めには、行動範囲が数キロメートルになっ

たことから、この時点でヒナが飛べるようになっ

た、あるいはヒナが死んでしまったと思われまし

た。10 月に入ると、PTT を装着した場所から北へ

約 10km 移動し、繁殖テリトリーを離れて行動す

るようになりました。その後、11 月 15 日に南下（渡

り）を開始し、6 日後には朝鮮半島に到達し、現在

も北朝鮮と韓国の非武装地帯周辺で越冬中です。ま

た、渡りの際には、直線距離で約 900km、1 日平均

約 150km 飛んだことになります。

　心配されたヒナについてですが、12 月に韓国の

ツル研究者の方が幼鳥を連れたタンチョウを確認し

ました。ですから、前述した 9 月初めにヒナから幼

鳥に成長して飛べるようになったと考えられます。

しかし、1 月中旬に確認した際には、幼鳥が PTT を

装着した個体と一緒にいなかったそうです。残念な

がら、死亡してしまった可能性が高いようです。

PTT に機械的障害が発生しなければ、来年の初め

（バッテリーが切れる）まで位置情報を取得できる

ので、今後も継続して調査を行う予定です。

（最新情報：3 月 14 日に朝鮮半島を出発して、17

日の夜にはロシアの繁殖地の近くまで渡りました。）

タンチョウ生息地の分散手法等を検討するためのワーク
ショップ開催                         　　　　　　　　本藤泰朗

　3 月 3 日、4 日にかけてタンチョウの生息地を分

散させるための具体的な手法について話し合うワー

クショップが鶴居村で開催されました。

　これは環境省のグリーンワーカー事業により開催

されたもので、環境省が今年度策定を計画している

「タンチョウ生息地分散行動計画（案）」の中の、タ

ンチョウの過密化を緩和し、新たな生息地へ分散さ

せるための手法として、より具体的なものを検討す

るためにタンチョウの専門家 12 名が集まり、議論

を行いました。

　当会からは百瀬理事長をはじめ、正富欣之副理事

長、正富宏之理事、運営会員の井上雅子、古賀公也、

松本文雄、百瀬ゆりあがワークショップの委員とし

て参加しました。

　ワークショップでは給餌場での過度な集中の緩和

や、給餌に依存しない個体群を創出するためにはど

うしたらよいか、道央方面など新たな生息地に分散

させるためにはどうしたらよいかなど、具体的な手

法について話し合い、最後にそれぞれの委員が今後

優先して取り組むべき具体策について述べました。

　3 月 14 日に釧路市で開催されたタンチョウ保護

増殖事業分科会では「タンチョウ生息地分散行動計

画」が策定され、来年度から計画が実行されます。

その際には今回のワークショップで話し合われた具

体的な手法が反映され、実施される予定です。

深夜まで熱心に話し合いがされました。
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渤海湾バードウォッチング行　　　　　　井上雅子

　11 月 25 日～ 28 日の 4 日間、中国の渤海湾（２

ページ右上地図参照）に広がる干潟でのバード

ウォッチングと、来年度ネイチャースクールを予定

している小学校の視察をしてきました。

　この旅行に先立つ 11 月 11 日に、今回の目的地

の近くで 20 数羽のコウノトリがガン・カモ密漁用

の毒餌を食べて死亡するという事件があり、スーさ

んとの待ち合わせが保護団体と当局との話し合い会

場でしたので、神経質になっているという当局側の

出方が心配されました。中国語なので内容はわかり

ませんでしたが、話し合いはとても和やかなものに

見えました。 　翌日から 3 日間、環境保護活動をされている方々

にこの地域を案内していただきました。渤海湾は渡

り鳥の通過および越冬地として重要な地域ですが、

今、大規模な干拓と埋立てが急ピッチで進められて

います。視察した小学校は米作地帯にあり、ちょう

ど大勢の人たちが手作業で脱穀していましたが、ク

ロヅルの群れは飛んでいても、スズメは 1 羽も見

なかったような気がします。

　片側 3 車線の湾岸道路では大型トラックがひっ

きりなしに走り、その物量に圧倒されながらも、環

境教育を広げようと地道に活動する人たちを知るこ

とができたのは貴重な体験でした。

IRCN 第三回カウンシル会議開催　　　　　　百瀬ゆりあ

楽観が許されなくなってきています。調査・研究・

保護活動におけるより一層の相互協力並びに連携の

重要性が確認されましたが、そのなかでも特に総数

の同時調査、リングや PTT や GPS ロガーを用いた

標識調査をとおしてタンチョウの移動経路を明らか

にすること、また、野生個体の早急な DNA 解析の

必要性等の活発な議論が、早朝から深夜までなされ

ました。ブロシュアーの発行や国際エコキャンプ・

国際ネイチャースクール等の普及啓発活動のサポー

トを継続していくことが、全員一致で決まりました。

　次のカウンシル会議は今年の 8 月に釧路で開かれ

る予定です。

　2012 年 11 月 29・30 日の 2 日間、北京の西郊

（シージャオ）ホテルにおいて、国際タンチョウネッ

トワーク（IRCN）の第三回カウンシル会議が開催

されました。タンチョウの関連地域から総勢 8 名

が集まり、当グループからは百瀬邦和、松本文雄、

百瀬ゆりあの 3 名が参加しました。

　IRCN は 2009 年の秋に発足し、翌 10 年の 1 月

1 日に活動を開始しました。1 期が 3 年間ですので、

今回が第一期の最後のカウンシル会議となり、第二

期の役員選挙がおこなわれました。第一期に引き続

き、百瀬ゆりあが代表を、また、エレナ・イリヤシェ

ンコが副代表を務めることになりました。

　世界のタンチョウを取り巻く状況は、ますます、

埋め立てのために仕切られた干潟で見つけたコウノトリ

埋め立て中の巨大な泥地に群れていたソリハシセイタカシギ
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特定非営利活動法人

　タンチョウ保護研究グループ
　　　（編集：松本文雄）
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＜表紙写真＞

第３回国際エコキャンプで開催したワーク

ショップの記念撮影（於：ときわ台ヒルズ）

　2013 年 1 月 31 日　　撮影：本藤泰朗

〈活動記録〉（2012 年 11 月〜 2013 年 3 月）
11 月 24 日〜 28 日　
　　　中国　渤海湾での国際ネイチャースクール開
　　　催に向けた予備調査に参加（百瀬、井上）
11 月 29 日〜 30 日　
　　　中国　北京での国際タンチョウネットワーク
　　　例会に出席（百瀬、百瀬ゆりあ、松本）
12 月１日〜 10 日　
　　　中国　北京と湖南省ユエヤンで開かれた国際
　　　会議『ツルの保護と持続可能な農業』および
　　　サブセッション「IUCN/WI のツル専門家部
　　　会」「ツルと送電線問題」に出席（百瀬、百
　　　瀬ゆりあ）
11 月 28 日　会報 “Tancho17” 発送
12 月 14 日　運営会議 (8 名出席 )
12 月 17 日　e-rad 説明会に出席（正富欣之）
12 月 19 日〜 27 日　
　　　韓国ヨンチョンのシンポジウム、チョロンの
　　　ツルフェスティバル、およびカウント調査に
　　　参加（百瀬）
1 月 8 日　　運営会議 (8 名出席 )
1 月 14 日　カウント調査の勉強会開催、班長会議
1 月 23 日〜２月１日　
　　　第３回国際エコキャンプ開催
1 月 26 日〜 2 月 5 日　
　　　タンチョウの総数カウント調査
１月 30 日　 第３回国際エコキャンプ記念講演会
　　　　　    （於：釧路市立博物館）
１月 31 日　 第３回国際エコキャンプ参加者と市民
　　　　　　団体のワークショップ開催（於：シル
　　　　　　バーシティときわ台ヒルズ）
2 月 8 日　運営会議 (9 名出席 )
3 月 3 日〜 4 日　
　　　タンチョウ生息地分散手法検討のためのワー
　　　クショップ（於：夢工房）
３月 8 日　運営会議 (9 名出席 )

３月 14 日　環境省保護増殖検討会タンチョウ分科
　　　　　　会に出席（百瀬）
３月 19 日 　北海道開発局タンチョウ保全対策検討
　　　　　　　会に出席（百瀬）

　2 月 10 日に北海道鶴居村で「『鶴の居られる村』

の夕べ」というイベントが開催されました。これ

は鶴居村観光協会、地元でツルと人との共生を目

指している民間団体「タンチョウ・コミュニティ」

などにより企画されたものです。鶴居村はタン

チョウの一大越冬地であり、また、繁殖地でもあ

ります。村民にとってはタンチョウは、ごく普通

の「身近」な鳥で、酪農家（鶴居の主要産業）に

とっては、牛の餌を横取りしたり、驚かしたりす

るやっかいな鳥でもあります。今回のイベントは

そんな身近な鳥であるタンチョウをもう一度見直

すことを通して、鶴居村の価値を再認識し、外部

へ発信していこうという目的で開かれました。

　基調講演としてツルと人との関係を研究してい

る北大大学院の久井貴世さんが「タンチョウ昔話

～タンチョウは美味かったか」という題目で、江

戸時代の頃からの人とツルの関係について話され

ました（ちなみにタンチョウはあまり美味しく

なったらしいです）。また、タンチョウ・コミュ

ニティの音成邦仁代表が、これからのタンチョウ

と人とのあり方について話され、正富宏之氏（当

会理事）がコメントを述べられました。人との共

存に関して、地元の人たちも動き始めています。

　　　　「鶴の居られる村」の夕べ
トピック


